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UNEPは、ドイツに本社をおくヘルスケア・

農薬関連・素材科学の世界的企業バイエル

と連携して、若者の環境意識を高め、子ど

もたちや青少年が環境問題に関心を持って

くれるよう活動しています。

これまでアジア太平洋地域で10年近くにわ

たり、いくつかのプロジェクトを協力して行な

ってきたUNEPとバイエルは、パートナーシッ

プ契約を結ぶことで、現在進行中のプロジェ

クトをステップアップし、他の国々にもその成

功例を広げ、若者のための企画を推進して

いけるようになりました。それらのプロジェク

トには以下のものがあります。

機関誌「TUNZA」；国際子供環境絵画コンテ

スト；UNEPとの共同によるバイエル青少年

環境使節；UNEP・TUNZA国際青年会議；

アジア太平洋青年環境ネットワーク；アジア

太平洋エコ推進フォーラム；ポーランドのエ

コフォーラム；東ヨーロッパでの写真コンテス

ト「エコロジー・イン・フォーカス」

TUNZA
インターネット上でも見ることができます。
英 語 版→www.ourplanet.com and
英 語 版→www.unep.org
日本語版→www.ourplanet.jp

＜英語版＞ Vol.5  No.1
United Nations Environment Programme (UNEP)
PO Box 30552, Nairobi, Kenya
Tel (254 20) 7621 234
Fax (254 20) 7623 927 
Telex  22068  UNEP  KE 
E-mail:uneppub@unep.org 
www.unep.org
Director of Publication Eric Falt
Editor Geoffrey Lean
Special Contributor Wondwosen Asnake 
Guest Editors Karen Eng and Claire Hastings
Nairobi Coordinator Naomi Poulton
Head, UNEP’s Children and Youth Unit Theodore Oben
Circulation Manager Manyahleshal Kebede
Design Daniel López Zamora, Ecuador
Cover Edward Cooper, Ecuador
Production Banson
Printed in the United Kingdom

＜日本語版＞ 通巻９号

編集兼発行人：宮内 淳
編集・発行所：ＮＰＯ法人地球友の会
東京都中央区東日本橋2-11-5（〒103-0004）
電話03-3866-1307  FAX 03-3866-7541

翻訳者：ＮＰＯ法人地球友の会　大井上恒男
翻訳協力者：桑原百代
デザイン：Daniel López Zamora, Ecuador
制作：（株）セントラルプロフィックス
印刷・製本：（株）久栄社
協力：東京都中央区
協力：UNEP国際環境技術センター（IETC）
助成：連合・愛のカンパ
Printed in Japan

＊「TUNZA」日本語版は、日本語を母国語とする人々のため
に国連環境計画（UNEP）に代わって出版するもので、翻訳
の責任はNPO法人地球友の会にあります。

＊本誌の内容は、必ずしもUNEPおよび編集者の見解や政策
を反映するものではなく、公式な記録内容でもありません。
また、本誌で採用されている名称ならびに記述は、いかなる
国、領域、都市やその当局に関する、あるいはその国境や
境界線に関するUNEPの見解を示すものでもありません。

＊本誌の無断複写（コピー）は、著作権法上での例外を除き
禁じられています。

＊本誌は非売品です。

Trademark of American Soybean Association

この日本語版は、「大豆油インキ」
を使い、ISO14001認証工場にお
いて「水なし印刷」で印刷していま
す。また、省資源化（フィルムレス）
に繋がるCTPにより製版していま
す。本誌は再生紙を使用しています。

～「ＴＵＮＺＡ
ツ ン ザ

」とは、スワヒリ語で“愛をこめて大切にあつかう”という意味です～
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UNEPは
環境にやさしいやり方を、

世界中で、そして同時に自分たち
自身の行動の中で推進しています。
英語版は100％再生紙を使用し、
植物ベースのインクやその他

環境に配慮した手法を採用しています。
我々の方針は、流通にともなう

二酸化炭素排出量を低減することです。
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つい先ごろまで、極地の氷冠や世界の山頂は、地球上の数少な

い場所の中で、人類や汚染物質にそこなわれることなく残され

た手付かずの場所と考えられていました。いまやそこが地球上のどこ

よりも熱の影響を受ける場所であることを、わたしたちは知っていま

す。なぜなら地球温暖化は、標高が高く緯度が高い場所で最も劇的

な、そして不吉な現象を示し、地球の他の場所にとほうもない影響を

もたらしているからです。鉱夫たちがよく地下に連れていったカナリ

アのように、それらは来たるべき深刻な危機への早期警告を与えてい

るのです。

これら地球の寒冷地点では、地球全体にわたって見られるよりも急

速な気温上昇が起こっています。そして、その影響はもうすべて目に

見えて明らかです。南極半島における広大な氷棚の崩壊は、その海岸

線の形を絶え間なく変えるものであり、世界地図そのものが描き直さ

れています。北極海の氷は歴史上の記録にもかつてないほど大きく

縮小しつつあり、今世紀半ばまでに全部消失してしまうかもしれませ

ん。氷河は南北両極で後退中で、グリーンランドと南極西方の両方の

氷板がやがては溶け去り、大部分の沿岸都市を水没させるほど海面

を上昇させるかもしれないことを暗示しています。さらに、氷河はニ

ュージーランドからアラスカ、ヒマラヤからアンデス、そしてアルプスか

らアフリカの「月の山」にいたるまで、世界中の山々で急速に溶けつつ

あります。もしそれらが消失すれば、世界中で水の供給が壊滅的な打

撃をこうむるかもしれません。

それゆえ、溶ける氷はホットな話題、それもいまだかつてないくら

い熱いトピックスのひとつです。それはまた、わたしたちが直面する

最も緊急の課題でもあります。それは、政府の政策や産業界の慣習

──ひいてはすべての生活様式を、即座に変えるよう求めています。

わたしたちは汚染を広げる化石燃料の使用を減らし、森林その他の

主要な生態系を守ることで、二酸化炭素やその他の温室効果ガスの

排出を急速に低減しなければなりません。さもなければ、わたしたち

は人類が始まって以来、地上の氷や雪が消え去るのを目のあたりにす

る最初の世代となることでしょう。そして鉱山のカナリアのように、そ

れらの消滅はわたしたちすべてにとって致命的な危機への前兆とな

るでしょう。

はは じじ めめ にに
EDITORIAL

アイデア1：持続可能で公平な開発を活発に進める人になれるよ

うに、知恵をさずける。

かっこいい：学校や近所同士で地域の有機栽培菜園をつくる。

もっとかっこいい：ひとつのグループで定期的に集まり始め、菜

園の収穫物を使った特別な食事を用意する。

最高にかっこいい：バーバラ・キングソルヴァー女史の新作

『Animal, Vegetable, Miracle : A Year of Food Life（動物、

植物、奇跡：１年間の食生活）』を読み、家庭栽培や地域産のも

のだけを食べるきっかけにする。

アイデア2：地域社会が人々の環境問題に対する姿勢を変える中

心軸であるという相互理解を推
お

し進める。

かっこいい：家族や友人たちと、地元の自然地域に遠足やサイク

リングに行く。

もっとかっこいい：人々がそれぞれ環境をそこなわない好みの移

動方法を選んで、炭素排出ゼロのパレードを催す。たとえば、徒

歩、ジョギング、スケボー、ローラースケート、サイクリング、一

輪車、そしてベビーカーさえも動員する！

アイデア3：すべての国や人々がより安全な、そしてより豊かな将

来を保証されるような協力関係を唱え導く。

かっこいい：先生に頼んで、他国の学校との環境ペンフレンドづ

くりを助けてもらう。そして環境にプラスになるアイデアを交換

しあう。

もっとかっこいい：他国であなたたちが支援したい環境計画を見

つける。その支援の資金をつくるために、地域で写真展、タレン

トショー、コンサート、あるいは演劇を催し、その計画の内容を

広める。

世界環境デー
World Environment Day

英国のチャーリー・サリバン君（11歳）、気候変動をテーマにした第16回国

際子供環境絵画コンテスト（www.unep.org/tunza/paintcomp/）の世界優勝、

おめでとう。なお２位にはロシア連邦のキャサリン・ニシュチャックさん（15ペ

ージの作品参照）と、ブルガリアのぺトコバ・ポリーナ・ズドラフコバさんが

並んで受賞しています。

クールな、そして
もっとクールなやり方

Cool & Cooler
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歴
史上およそ起こりそうにもないセー

ルス成功談のように聞こえるかも

しれないが、世界的に温暖化が進

むにつれて、イヌイット族がエアコンを買いに

殺到するようになった。それも不思議なこと

ではない。1年前、カナダ北極圏のいくつか

の地域で発生した熱波が、気温を30℃台前

半にまで押し上げたのだ。それは気温が通

常－30℃になる北極圏の2月に、人々が9℃の

気温でいい気持ちであたたまっていた次の冬

に続けて起こった。寒気に備えて気密性を

持たせた彼らの建造物は、まるでサウナ風呂

と化した。

しかも、これはたぶん極北の地の人々が直

面する変化の中でも、最も目立たないものの

ひとつだ。彼らは獲物──ホッキョクグマや

セイウチ、そしてアザラシたち──が上昇する

気温を避けて逃げ出して行くにつれ、そして

氷が薄くなってその上を安全に移動すること

ができなくなるにつれて、その狩猟文化を失

いつつある。住居やその他の建造物は、足下

で凍った地面が溶けてゆくにつれて崩壊して

いる。村全体を他の場所に移す計画まで進

行中である。

イヌイット族は、地球を悩ますこれまでで

最も不穏な変化のひとつ──その氷の消失

の規模拡大という困難な局面に遭遇してい

る。北極海の氷は急速に後退を続けており、

氷河は世界中いたるところで溶けつつある。

そして科学者たちは、広大なグリーンランド

や西南極地方をおおう氷冠が、回復不能な

かたちで溶けつつあるのではとの恐れを抱

き始めている─―進行すれば、やがては海面

が12メートルも上昇し、広大な地域が水びた

しになり、そして沿岸にある世界中の大都市

が水没していく。

イヌイット族のいる北極では、海氷がいま

やちょうど20年前に比べて40倍もの速さで溶

けつつあり、その進行は加速しているように

見える。昨年の9月、それはこれまでで2番目

に少ない範囲にとどまり─―1番目は2005年

─―科学者たちは、もし異常に低温だった8

月の影響がなかったとしたら、新しい記録が

打ち立てられていたと信じている。そして、

白氷が暗い色の海に変わるにつれて反射さ

れる太陽の放射熱が減り、吸収される分が

増え、その地域があたたまってさらに多くの

氷が溶ける。ある専門家は、あと40年も経て

ば夏には氷が完全に消失するだろうと予想

し、他の専門家は、淡水が北大西洋に大量

に加わることで、冬季にヨーロッパの北西部

で人の居住を快適にしているメキシコ湾流が

崩壊するかもしれないと懸念している。

グリーンランドの氷河は温度上昇につれ

て、かつてはゆるやかだった海に向かう速度

を大きく加速させつつある。その理由のひと

つは、溶けゆく氷がその表面に水を溜め、そ

れがクレバスに沿って下の岩に流れ落ちるこ

とだ。いったん岩と氷河の底部とのあいだに

液体の層ができると、ベルトコンベアの上に

置かれたように氷河は移動しやすくなる。

よく似たことが地球の反対側、南極地方で

も起こっている。そこでは氷河の動きは、同

じような水の層で加速中だ。それら244ヵ所

を調査した結果、87％が後退しつつあるこ

とが発見された。そして広大な氷棚がばらば

らになり、少なくとも過去1万年にわたり前例

を見ないような展開で、地図のかたちが文字

通り変わりつつある。

世界中のその他の地域において、12～13

ページの地図に見られるように、氷河はあら

ゆる所で溶けつつある。それらが消滅するに

熱波の罠
わな
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2007年3月、60ヵ国から5,000人の科学者たちが集い、国際極年の開幕を祝った。これは2年間の大規模な共同研究で、北極および南極における地球温暖化の影響──氷河や

海氷の溶解のような──に、そして両極地が地球の他の部分といかに影響し合うかに焦点を

合わせている。220の個々の研究プロジェクトの中には、ラーセンB氷棚の崩落で最近露呈さ

れた南極における海洋生物多様性の個体分布調査もふくまれており、18ヵ国から科学者たち

が参加し、氷河に付随した湖の探査や天文学的な研究などを行なう。

この極年のプロジェクトの多くは進行中の研究の一部ではあるが、個々の研究所や国々

にとって自分たちの資産──財政的な、そして科学的な──を共同で出し合い利用する貴重

な機会が与えられ、こうした遠隔の、危険がひそむ領域の探査が可能となる。科学者たちが

希望するのは、この国際的な努力によって収集される情報から両極に関するわれわれの知

識が増すと同時に、気候変動がどのように全世界に影響をおよぼすかについて、もっと完全

な実像が得られることである──それがまだ氷山の一角にすぎないことは承知の上で。

HEAT TRAP 国際極年
INTERNATIONAL
POLAR YEAR

Pole-pole（ゆっくり、ゆっくり）

Fred Bruemmer/Still Pictures

つれ、中国やインドの平原から南アメリカの

乾燥した太平洋岸、そして北アメリカの西部

に至る地域の、おそらく10億人の人々に必要

な水の供給が危機に瀕する。さらにそれらの

溶解につれて、山脈の中の高地に氷河の湖

ができ、もしその土手が決壊すれば‘空から

の津波’が引き起こされる脅威をつきつけら

れる。この現象が1970年にアンデス山脈中

の湖で起きた時には、およそ6万人の命が失

われたと推定され、これはおそらく地球温暖

化の最初の大きな災害だったと思われる。

さらに憂慮されるのは、世界の寒冷地の地

面を固く結合している永久凍土層の溶解によ

って、莫大な量の二酸化炭素（地球温暖化の

主原因）とメタン（さらに影響力の強い温室効

果ガス）が放出される可能性のあることであ

る。このことで世界の温暖化が早まり、気候

変動が大きく加速され、地球温暖化に歯止め

がかからなくなる悪循環におちいる恐れがあ

る。そして、これは単にイヌイット族のみならず、

われわれすべてが生活していく上で重大な脅

威に直面することになりかねない。

5

この2月、合衆国の学生であるマイケル・アニョーネは、国連が後援する、アフリカで危

険にさらされている若者を援助するためのキリマンジャロ登山に参加した。赤道の南

わずか300キロのタンザニアの‘アフリカの屋根’での経験を、彼は次のように述べる。

スワヒリ語でゆっくり、ゆっくりを意味する‘Pole-pole’は、ぼくたちの登山の時に繰り返し唱

えた言葉だった。その山の美しさは風景同様、ぼくたちの度
ど

肝
ぎも

を抜いた。植物、地平線、そ

して凍った青色の氷河。その雪をかぶった頂上は、ぼくがこれまで見た中で最も美しいもの

だった。しかしこの美しさは衰えつつある。キリマンジャロ山の氷河はゆっくりと溶けつつあ

るのだ。ぼくはこれまで世界中における地球温暖化の影響について聞いたことがあったが、

山の上でそれをじかに目の当たりにした。温暖化はこの山の美しい氷河を破壊しつつある

──計測が行なわれた最初の年である1912年以来、氷河は80％以上収縮しており、文字通

り消滅しつつある。多くの研究によると、この山頂の氷はすべて、これから15年以内になく

なってしまうという。しかし、ぼくはそこに行って、凍った青色の氷河をギルマンズ・ポイントか

ら見たのだ。ぼくはその姿を、地球温暖化の影響で崩れ去るにつれ、いつも思い出すことだ

ろう……その影響はそんなにゆっくり、ゆっくりではない。
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キ
ム・ホルメン（右下の写真）は世界の頂

いただき

に立っている。

彼は北極圏の奥深く、ほとんど年中凍った海で囲ま

れているスピッツベルゲン島にあるニーオルスン科

学研究基地で長期間を過ごす。そして、そこから世界で最も

北端にあるケーブルカーで、山の頂まで上る。

ツェッペリン山は、飛行船の設計者として有名であり、それ

ほど知られてはいないが北極探検者でもあったフェルディナン

ド・フォン・ツェッペリンから名づけられた。1931年に、彼の飛

行船のひとつがニーオルスンから北極点へ飛行した。現在、

彼の名前は再び北極における科学の最先端に登場した。この

山には、北極の大気から汚染物を見つけ出す世界で最も精

巧な設備がある。

キムと彼のチームは、そこを監視塔と呼んでいる。「この場

所でこそ、人類が世界の行く末――地球規模の汚染、気候変

動の暴走、あるいはオゾン層の急激な変化について、最初の

わずかな兆候が見て取れる」と彼は言う。「なぜならここは、

希薄で冷たい北極の大気の中で、世界中の汚染の多くが最後

に行き着く場所だからだ」。

スピッツベルゲン島はノルウェーが統治する国際共有地域だ

が、協定によって誰でもここを訪問することができる。世界の

最も北端にある町、ニーオルスンはたくさんの国々から来た

科学者たちで一杯だ。キムは彼らの多くの責任者なので、定

期的に訪問する。それに、何より彼はここを愛している。

そこは奇妙なことが起こる場所だ。キムが覚えているのは

2005年の7月のことである。北極圏に近いというので厚手のオ

ーバーコートや毛皮の帽子を着こんだ政治家や報道関係者の

一団が「飛行機から降り立ったとたん、Tシャツや半ズボン姿

の科学者たちと対面する羽目になった。当時、気温は19℃に

もなっていたんだ」。たとえその町──メキシコ湾流が届く場

所──が北極圏のたいていの場所より暖かいとしても、と彼は

付け加える。これは地球温暖化が北の凍土にしっかりと根を

下ろしているもうひとつの徴候だ。

ニーオルスンは、かつて巨大な氷河に満たされていたフィヨ

ルドの岸にある。今ではそれは5キロほど後退した。見守る

中、巨大な青い氷塊がその前面から崩れ落ち、大西洋へとゆ

っくり漂って行く。昨年の冬、このフィヨルドには氷が残ってい

なかった。アザラシ──通常は氷の上で子どもを産む──は

子を1匹も無事に産めなかった。

キムが頼る氷の専門家であるジャック・コーラーが観察した

ところ、スピッツベルゲンの氷河は急速に消滅しつつあり、世

界中の海の水位を上昇させている。「もし世界の気候システム

の変動を見たければ」と彼は言う、「ここへ来ればおそらく誰

よりも先にそれが見られるだろう」。

現状を理解することは過去を理解することを意味する──他と同

様に、気象科学においてもまた然
しか

り。

高レベルの大気汚染が現在科学者たちの手で記録されつつあるが、

将来をふくめた全体的な視野でとらえなければ、それらはほとんど意味

を成さない。われわれは、それらの記録を過去数十万年にわたる歴史

と比較して理解する必要があるが、それには過去の大気条件を計測す

るために、決められた時間内で時の流れをさかのぼらなければならない。

しかしそれは不可能だ……そうだろう？

実際には、それは簡単で、南極大陸やグリーンランドから特大の氷

の筒をドリルで切り出すだけでよい。この工程はコアリングと呼ばれ、

これによって科学者たちは過去の大気の成分を研究できる。

氷は雪片が積み重なり、押しつぶされて生成する。その雪片は空気

の泡をふくんでいる。雪が降るにつれ、氷の層が積み重なる。1週間

かかってできた氷の断面を見ると、7日間にわたって積もった雪片の中

に、全く同じ少量の空気サンプルがいくつか層になって閉じこめられて

いるのが見える。しかし科学者たちが調べているのは、40万年ものあ

いだにでき上がった氷の断面であり、底のほうの空気の泡には古代ネ

アンデルタール人が吸っていた空気も入っている。調査すれば、その

時代の気温、大気成分、そして降水量がわかるのである。

最近の研究で、現在の温室効果ガスの濃度は過去80万年には先例

がないことがわかったが、この発見には長さ3.2キロメートル、12万6千

個の氷の立方体が重なった高さをしのぐサンプルを要した。

未来の危険を問題の核心
Core of the issue

左：浅い部分での氷のコア（芯）の薄切り。空気は自由に循環できる。

右：深さ120メートルでの薄切り。中に閉じこめられた空気の泡がはっきり見える。

下：南極で科学者たちがドリルから1万年前の氷のコアを取り出す。
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察知する
Sniffing the future BY FRED PEARCE

しかし、もし彼の招待に応じるなら注意が必要だ。土地があた

たまり、海の氷が割れるにつれて、ホッキョクグマが岸に上がって

獲物を獲
と

り始め、しだいに攻撃的になってくる。彼らは島の小屋

を押し破り、肉に見えれば何にでも食いつく──ベッドのマットレ

スであろうが、ふくらませて使うボートであろうが。そして、もし近

寄りすぎればあなたでさえも。

小さな4人乗りのケーブルカーで風に揺られながらツェッペリン

山頂に向かう10分間は、肝を冷やす旅である。しかし、巨大な凍

った波のように見える縮小しつつある氷河を一望する壮大な景観

が出迎えてくれる。雪の上に新しいキツネの足跡が見られるが、

幸いホッキョクグマの形跡は見当たらない。

しかしさしあたり、キムの本当の心配は器材のみで、それはタ

バコの煙を2キロ離れたところからじゅうぶん探り当てる感度を

持つものである。下界のニーオルスンでは厳しい汚染禁止の方針

がある。キムが語るには、数年前にグリーンピースの船がここに

現われた時に、彼らの船のエンジンから出る排気が彼の計器の

調子を狂わせ、口論になったという。

その器材の役目は、世界の汚染の度合いを計測することだ。北

極は遠く離れているように見えるかもしれない──しかし地球儀で

見てみれば、そこはいくつもの広大な大陸に囲まれていることがわ

かる。冬の風がアメリカ合衆国から自動車の排気ガスを、ヨーロッ

パから石炭の煙を、ロシア連邦のガス田から漏れたメタンを、そし

てシベリアの精錬所から重金属片を運んでくる。

時にはその汚染物は、黄色の靄
もや

を作って氷をおおう。ある時に

は水銀の雨を降らせる。しかし、最も微量で最も目に見えない微

粒子でも、キムの装置には記録が残る。彼のチームはコンピュー

タを使って、その風がどこから来たか計算し、汚染源を追跡でき

る──時には特定の工場にいたるまで。

頭上はといえば、ここはオゾン層に穴が開く場所のひとつである。

大気の化学反応に似た不思議な作用のせいで、旧式の冷蔵庫か

ら漏れたクロロフルオロカーボン（CFCs）のようなガスが、極地域

上空の氷点下の空気中でのみオゾンを破壊する。それで、ニーオル

スンでは、彼らはそれも調査している。時々夜半に緑のレーザー光

線が空に向けられているのは、ドイツの研究者たちがオゾン層を探

査しているのである。

奇妙なことに、世界中の最も有毒な農薬の多くも、最後にはこ

こに来る。たいていがはるか南方の、しばしば熱帯の畑に散布さ

れるが、それらは土壌から蒸発し、微風に乗って移動し、北極に

到達する。冷たい大気の中でそれらは凝縮され、有毒な霜のよう

になる。この農薬類は氷の上や海藻の中、あるいはツンドラ地帯

の苔や草に吸収されて──昆虫や魚に食べられ、食物連鎖を昇

り、ネズミや鳥、そしてアザラシやホッキョクグマにいたる。

ノルウェー最大の鳥の群生地であるベア島近くに住む何百万

ものウミガラスは、農薬の染み込んだ海草を食べた魚を食べて

いる。「その鳥たちは異常に高濃度の農薬をふくんでいる」と

キムは語る。「そして彼らのふんは島の大きな湖に集まり、世

界で最もきれいな水があると思われるであろう場所を有毒な化

学成分で満たしている」。

最もおそろしいのは、キムと彼のチームが大気中の二酸化炭素

の量を計測することで、われわれの地球をあたためている大気中

のガスの濃度上昇に関して早期警告を受けることだ。奇妙に聞こ

えるかもしれないが、ここの濃度は世界で最も高い。訪問した時

は、地球上のほとんどの他の計測所で、このガスの大気中の含有

量はほぼ380ppmだった。しかし日によって、ツェッペリン山では

器材が390ppmを示したのである。

キムは、これは「アジア経済の急成長のために排出物が非常に

急速に増加している」せいだと考える。その汚染物質は農薬の場

合のように、急ぎ足で北上しつ

つあるようだ。初めてのこと

ではないが、キムは世界

の頂で未来につながる

わずかな形跡を手に

したと信じている。
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環境問題について、UNEPの専門家に質問はありませんか？

uneppub@unep.org まで質問を送って下さい。次号以降でお答えするように努力します。

8 TUNZA

TUNZA が 答えよう
Q 地球温暖化を抑制するために、わたしたちにはどれくらい
の時間が残されていますか？

A 地球温暖化は制止されないまま進行中で、毎年世界中に与える
影響の度合いを増しつつある。われわれは何年も前からこのこ
とに真剣に取り組み始めなければならなかった。一流の科学者
やその他の専門家たちによる現時点で最も信頼のおける予測で
は、世界がこうむる破滅的な影響を回避できなくなる前にこれ
を抑制するため、われわれに残された時間はたった10年しかな
い。われわれには、自分たちが排出する二酸化炭素――そして
化石燃料へのエネルギー依存──を減らし、そして少なくとも完
全に傷つき汚染された状態でこの地球を次世代に渡すことがな
いようにする機会が、まだ残っている。しかし、行動を取るのが
遅くなればなるほど、よりきびしい、より困難な行動が必要と
なる。状況は緊急の対処を必要としている。まずは行動、行動
を起こすことが対策につながる。

Q 人間と環境にとって、氷河の溶解はどんな結果をもたらす
のでしょうか？

A 世界中でほぼ10億の人々が、水源を全面的に氷河に依存してお
り、うち数億人を中国とインドのみで、さらに数百万人を南アメ
リカのアンデス山脈の国々で占めている。アメリカ合衆国西部
のように、先進国の大きな部分でもまた氷河に依存している。
世界の気温が上昇するにつれて溶けた水の流出の時期が次第に
早まり、その年の後半になって水不足におちいる度合いが増す。
長期的には、氷河が消失すれば乾季における水の供給が全くな
くなり、人々に、そして農作物に、破滅的な結末をもたらす。ま
た溶解水量の増大は、高山部にできた氷河湖の土手が決壊し、
下流域に破壊的な洪水を引き起こす恐れがある。そしてさらに
海面上昇にも、氷河の溶解が一因となっている。

Q 極地の氷冠の溶解を止めるためには、人類はいったい何を
厳密に遂行しなければならないでしょうか？

A われわれは、低炭素排出型の経済に速やかに移行しなければな
らない。そのためには、地球温暖化の主原因である、二酸化炭
素を排出する化石燃料（石油、ガス、石炭）の燃焼への依存をや
める。それは可能なことだ。われわれは現在、これまでにない
知識、ノウハウ、そして資源に恵まれており、車をよりクリーン
に、より少ない燃料で走らせたり、風や太陽、その他の再生可能

なエネルギー源から発電して発電所を近代化させたり、そして
冷蔵庫やエアコンや、建物全体を省エネ型に作ることができる。
しかし、かなり速やかに行動しなければ手遅れになるだろう。

Q 気候変動が北極や南極大陸に、ある種の農業や人間の居住
などへの可能性をもたらすようなことはありませんか？

A あるかもしれない。グリーンランドの農民たちはすでにブロッ
コリー、カリフラワー、白菜その他の温暖な土地の作物を栽培
し始めている。イヌイットの人々にとって適切な呼び名もない、
見慣れぬ種類の鮭やコマドリが、彼らの土地に姿を見せ始めて
いる。そして石油会社は、北極海の氷が後退するにつれて新し
い油田が現われないか見張っている。しかし、地球温暖化から
どんな‘利益’があろうとも、温暖化した気候による損害のほう
がはるかに大きく、もし世界が暑くなり続けるとしたら、極地域
においてさえ、そんな利益は吹き飛んでしまうだろう。

Q もし氷河や氷冠が溶けた場合、海面のレベルはどれほど上
昇しますか？

A もし極地域以外のすべての氷河が溶けたとしたら、海面は50セ
ンチほど上昇するだろう。科学者たちによれば、グリーンラン
ドと西南極の氷冠が溶けたとしたら、海面は12メートルも上が
る可能性があり、世界地図は変貌し、海抜の低い島々、海岸沿い
の都市やエジプト、バングラディシュなどの国々の広大な地域も
水没する。

Q 政府や人々、そして特に若者たちがなすべき最も重要なこ
とは何ですか？

A 各国の政府は、早急に効果のある諸条約に調印する必要がある。
まずは京都議定書のもとでの同意が失効する2012年以降にお
ける温室効果ガスの大幅な削減へ合意することから始まる。し
かし、各国政府はそうした協定を待たずに、即刻、排出量削減
への取り組みを開始すべきである。人々は政府に行動を起こす
ように呼びかけ、圧力をかけ、そして説得する必要がある──そ
して、若者たちはより温暖な世界を引き継ぐ立場なのだから、
特に効果的な主張をする立場となり得る。われわれは皆、自分
たちの生活様式、ふるまい、そして態度を変えて、これまでと違
った進路を選ぶ必要がある。
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北
極の冬では、わずかな青葉にも元

気づけられる。だからタラ号に乗

った北極調査隊8人の男たちにと

って、水栽培で大切に育てて作った青野菜は

賞賛に値するものである。フランス、ロシア、

そしてニュージーランドから参加した彼らは

26歳から65歳まで年齢に幅があり、この世界

の頂点で小さな国際家族を形づくっている。

「仕事で使う言葉はフランス語だが、翻訳に

迷うことが何度もあった」と、隊長でただ一

人英語を話すニュージーランド人のグラント・

レドバースは言う。「しかし、文法をとちりな

がら身振りや絵を描くことなどで、われわれ

は驚くほど通じ合えた。それに、60ノットの

風の吹く戸外で、しかも厚い衣服にくるまっ

ていれば、いずれにせよ声は聞こえないもの

だ」。

積氷の中で漂いながら──北極点からわ

ずか520キロの地点で──タラ北極調査チー

ムの中心メンバーたちは、気候変動の影響を

研究している。この調査は国際極年にヨーロ

ッパが共同して貢献する長期環境研究のた

めの極地モデルおよび観測能力開発

（DAMOCLES）の一部である。

中心的存在がタラ号で、一
いっ

風
ぷう

変わったヨッ

トだ。この船はフランスの探検家、ジャン‐ル

イ・エティエンヌによって作られ、高名なヨッ

トマン、サー・ピーター・ブレイクに引き継がれ

たもので、今ではフランスの実業家、エティエ

ンヌ・ブルジョアの所有である。アーネスト・シ

ャックルトンのエンデュランス号と違って、こ

の船は極地の氷の海に閉じ込められること

を想定して設計され、船体が押しつぶされて

粉々にならないような特殊性能を持つ。船体

はオリーブの種を引き伸ばしたような形で、

竜骨の代わりに2枚の引き込み式センターボ

ードを備えている。センターボードを引き揚

げると流氷につかまりようがなくなり、船体

にかかる外圧が高まるにつれて、タラ号は氷

の上に押し上げられるだけですむ。

「今までのところ重大な問題にあったこと

はないが、船のまわりの氷が移動してくると

とても不安になる」とグラントは語る。「氷は

固まっているように見えるが、活発な潮流の

上に浮かんでいる。海水が動いたり風が強

かったりすると、氷板は地質学のプレート・テ

Tara Arctic

極地に浮かぶ
Riding high

クトニクス理論のように、お互いに力を及ぼ

しあって気圧の峰ができる。それはガリガリ

という音──そんなに悪い音ではないが──

を出し、あるいは汽車の轟
ごう

音
おん

のようにも聞こ

えて、慣れるには少し時間がかかるよ！」

あと1年半のあいだ、タラ号は欧州10ヵ国、

アメリカ合衆国、そしてロシアから訪問する

25人の科学者たちの研究所としての役目を担

う。ある者は塩分濃度、水温、圧力、そして

深度などを探求する海洋学データ、他の者は

風速、風向、気温、および大気汚染物質など

を把握するための大気データを記録する。ま

た他の者は、氷の厚さや組成を査定したり、

アルベド、つまり太陽光線反射率を研究する。

海洋の氷が溶解するにつれ、太陽光の輻
ふく

射
しゃ

はもはや大気中に反射せず、より黒色の海に

吸収されて水温を上げる。

タラ号の乗組員はすでに科学的な記録を

取っている。外気が－40℃の時に氷に穴を

掘るのは、暖をとる優れた方法だ。気象の

記録を取るのもまた困難を極める。3本の特

殊なマストが氷の上に据えられているが、氷

が割れて動いた場合は救出が必要だ。

しかし、タラ号での生活はハイテクだ。電

気の供給には風力とディーゼル発電機を併用

しているし、3月に北極の夜が短くなった後

には、巻いてあった40平方メートルの太陽電

池パネルが広げられた。ほとんどの科学デ

ータは氷上のケーブルを通してタラ号搭
とう

載
さい

の

コンピュータに自動的に送られ、分析のため

にヨーロッパに電子メールで送られる。電球

やラップトップコンピュータは省エネ型で、乗

組員は家族や友人たちと衛星電話や電子メ

ールで連絡できる。毎週シャワーを浴びるの

に十分なお湯さえあるが、洗濯や飲み水に

使う水は毎朝2時間ほどかけて氷の厚板を集

め、それを溶かさねばならない。

タラ号はフリチョフ・ナンセン（20ページ参

照）によって最初に観測された北極海の積氷

の流れを利用している。2年かかって、船は

シベリアの北から北極点を過ぎ、そしてグリ

ーンランドの北東側に沿って、氷に閉ざされ

たまま2,000キロほどの距離を移動する。

さしあたって乗組員が楽しみにしているの

は北極の春であり、日光と野生生物が戻って

来ることである。「ここではかなりさびれた

生活になる」とグラントは認める。「10月には

ホッキョクグマを何頭か見たが、冬のあいだ

は1頭も見なかった。二日ほど前に大人のオ

スグマが船のそばをぶらついていて、われわ

れはみな非常に興奮した。そして、ちょうど

けさ、小麦粉の中に小さなカブトムシを見つ

けた。とても生物学的に多様な週だったよ！」



あたたまる氷 ― そして凍
い
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Warming ice – and frozen feet

11998800年年（（写写真真上上））ににはは、、ペペルルーーののジジャャカカババンンババのの谷谷はは巨巨大大なな氷氷河河でで埋埋めめらられれてていい

たた。。22000033年年（（写写真真下下））ににももななるるとと、、地地球球温温暖暖化化のの影影響響ででそそのの景景観観はは劇劇的的にに変変わわ

っってていいるる。。
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2006年2月、カナダ人のクレア・ヘイスティングスは、南大洋に浮かぶ

100キロほどの長さの山の多い島、南ジョージア島のあたりで5週間

ほどのあいだセーリングやハイキングを楽しんでいた。彼女は晴れ渡

った午後ヒーニー氷河に登り、まもなく氷河の10キロは見た目よりず

っと長いということに気づいた。ここに彼女が記すのは、自分の経験

と、南ジョージア島や世界の他の氷河に何が起こりつつあるかにつ

いての考察である。

「遠く離れた南極圏の島、南ジョージア島にある巨大なヒーニー

氷河を中ほどまで登った時点で、わたしには氷河の上が冷たく底冷

えしているのがあまりにもはっきりとわかってきた。足を滑らせるの

が4回目にもなると、膝が氷の感覚を覚え、ふとここで地球温暖化

が少々あってもバチは当たるまいとの思いが頭をよぎった。もちろ

んたくさんはいらない。わたしの頬を噛み、指をアイスキャンディの

ように凍らせるこの風を、ほんのちょっと和
やわ

らげてくれさえすれば。

この瞬間には、たった1℃の温度上昇が足の下の氷に災難を招くと

いう理解は困難だった。

しかし、それは真実だ。急速に冷えこむ足が何を訴え続けようとも、

世界は温暖化が進行しており、氷河はその被害を最初にこうむってい

る。ここから地球の反対側にあるグリーンランドでは、氷河は2005

年の1年間に220立方キロメートルの氷を喪失し、その度合いを加速

させている（ロサンゼルス市全体が毎年消費する総水量でも1立方キ

ロである）。一方、アンデス山脈の氷河は過去30年のあいだにその4

分の1が縮小したし、科学者たちの予測では、アルプスは2050年まで

にほとんど氷のない状態になるだろうとのことだ。

わたしも――いま南極圏の氷河の上で――心配すべきなのだろう

か？　もしヒーニー氷河が溶け去ったとしたら、誰かがただちに影響

を受けるだろうか？　何といっても、南ジョージア島には誰も住んで

いないのだ」

帰宅してから知ったのは、世界の氷河の縮小は恐ろしい結果をもたら

すだろうということだった。まずアルプスから見てみると、そこでは冬のス

ポーツは数十億ドルの産業だ。オーストリア、フランス、ドイツ、イタリア、そ

してスイスの山 に々はリゾート地が点在する。しかし、スキーシーズンは確

実に短くなっている。2006年の12月に、それらの地の気温は過去1,250年

間で最もあたたかく、雪はどこにも見られなかった。アルプスの氷河は、

毎年その容積を少なくとも3％ずつ失いつつある。このように、ヨーロッパ

の最近の暑い夏と雪の降らない冬は、経済的な破
は

綻
たん

を招きかねない。

タンザニアでは、アフリカの最高峰キリマンジャロ山の氷原の消失が、

地元の人々や科学的な認識に打撃を与えている。観光は国の保有外貨

の大部分をもたらすが、その多くが‘世界全体かと思わせるほどの広がり

と、陽光の下で信じがたいほどの白さ’とアーネスト・へミングウェイが描写

した雪とともに消え去る可能性がある。そしてこの山の氷河は、アフリカ

にとって唯一の氷床コア記録の源――1万1,500年前からの大気と気候

の情報を記録している最古の氷層──であり、過去数千年にわたる熱

帯の天候パターンに関する極めて重要なデータをふくんでいる。



てついた足
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アンデス山脈においては、精神的な伝統さえもが危機に瀕している。

たとえばペルーのコイリュ・リティの宗教儀式に出席する人 は々、それが病

気を癒すと信じてシナハラ氷河から氷片をけずり取る。2003年には、儀

式の司祭者たちは氷河の後退を理由にこれを中止した。何千年も続く

信仰が地球温暖化によって挫折させられようとしている。

「ヒーニー氷河をはい上がる作業は、しだいに困難を増していく。

わたしは深い亀裂とクレバスをよけて前進するはめになる。極寒の溶

解水が奔流となって氷の裂け目を走り、氷
ひょう

崖
がい

から現われる。それは淡

水の川となって平原を横切り、キングペンギンのコロニーを通り、そし

て海に至る。250メートル幅の川を見れば、氷河──大気の冷たさに

もかかわらず──が実際に溶けつつあることがよくわかる。もしその

溶解率がスピードアップすると、川は平原にあふれ出て、ペンギンや

何頭もの繁殖中のゾウアザラシを立ち退
の

かせることになる。これらの

動物たちは沿岸づたいに移動せざるを得ず、他の場所の動物、植物、

そして人間たちも同様に、非常に大きな危険にさらされる」

氷河は非常に重要な水の供給源で、雨がほとんど降らないところで

は特にそうである。たとえば、ヒマラヤの氷河からの溶解水はガンジス

河、インダス河、メコン河、揚子江、サルウィン河、ブラマプトラ河、そして

黄河などに注ぎ、20億人に水を供給する。しかし、溶ける速度が上がる

につれ、二つの災害が続いて起こる。最初に増加した水が湖や川から

あふれ出て下流で洪水を起こす。ネパールとブータンにある44の氷河湖

は土手が決壊する危険にさらされており、水の壁が下の谷を襲って荒廃

させる恐れがある。何百万もの人々がおびやかされる。

2番目の、しかもより大きな災害は、氷河がすべて消滅しかけるととも

にやってくる。水余りのあとの水不足である。アンデス山脈の川に水を供

給する氷河が溶けるにつれて、ラテンアメリカの大部分において水の供給

はすでに頭痛の種になっている。たとえばボリビアのラパス地域に住む

200万人は、いまでも水の供給源を氷河の溶解水に頼っている。一方、

ペルーの電力の70％は、氷河の水に依存するダムによる水力発電だ。

溶ける氷河は海面上昇の原因にもなる。今のところ、海面上昇の多く

は海洋の熱膨
ぼう

張
ちょう

からきている。海水はあたたまるにつれ膨張する。しか

し、もし世界中の氷河がすべて溶けたら、それらは海面をおよそ50セン

チ上昇させるだろう。それにグリーンランドや南極氷冠の溶解が加われ

ばもっと大きくなる。

「風が強まってきて、もうこれ以上氷河を一人で登るのは限界とい

うところまできた。わたしの前には輝く氷が山頂に延び、白っぽい

空に連なっている。自分の足跡を見るために振り返った時、はじけ

るような音が連続して聞こえたが、それは低いゴロゴロ音に変わっ

た。数秒後、小型車サイズの氷の塊が視界をよぎり、溶解水の河口

に落ちていった。地球気候変動の縮図である。

わたしは凍
こご

える手を手袋の中に押し込み、地球温暖化に対する利

己的な願いを撤回した。それがもたらす結末が、わたしの想像を超

える可能性に気づいたからである」

氷の河 Ice rivers

A

C

D B

A 氷河の上部──そこでは雪がまだ降っている──は涵
かん

養
よう

域
いき

と呼ばれる。

自然の氷河では、この部分が表面の60～70％を占める。

B 氷河の舌部の終わりにあるのは消耗域。氷河はここでは溶解しつつあり、

降雪はまれである。

C 平衡線は、涵養域と消耗域が共存している。ここでは降雪量は氷の溶解

量とほぼ等しい。

D 舌部の先端。ここでは氷はわずかか皆無で、氷
ひょう

崖
がい

と呼ばれる。

夏
に溶ける以上に冬に雪が降った山々では、高地に氷板

ができる。時を経て、積もった雪の重みと繰り返され

る凍結および溶解のせいで、最下層は粒状の氷に変化

する。もっと雪が降るとさらに多くの層ができ上がり、ついには圧

力の作用で凍った固まりが動き始める。これが氷河になる。

圧力と重力が氷河の移動を助ける。圧力は、氷河の上部に雪

が積もり続けるにつれて増大する。そして底部の氷の層は重量を

受けて変形し、重力に引かれて斜面をゆっくりと下りていく。

時には、氷河の前進はその裏側に溜まった溶解水が潤滑剤とし

て働き、真下の岩とのあいだにベルトコンベアをあてがったように、

氷河全体が前に滑ることで発生する。また時には、氷河の底部に

かかる圧力で氷が溶け、氷河が動く時の岩とのあいだに摩擦が起

こり、溶解がさらに継続することで発生することもある。最近では、

グリーンランドや南極圏において、地球温暖化によって移動に拍

車をかけるもう一つの原因が発生している。気温上昇で氷が溶け

て表面にできた水たまりが、氷の裂け目を通って下の岩めがけて

急流となって注ぐ現象だ。

氷河が移動する時には、その場にいないようにするのが最善で

ある。巨大な研磨たわしのような作用で氷河は地形をむしばみ、

底がフラットで急傾斜した側面を持つ樋
とい

のようなU字型の渓谷を

作り出す。

過去1億年にわたる一連の氷河期には、温暖な地帯も氷河にお

おわれていて、氷河期と氷河期のあいだの比較的温暖な時期に

氷河は溶けていた。およそ250万年前に起こった最も最近の極低

温期には、氷河は地表の32％をおおっていた。今日の氷河はその

時の凍結の残りであり、過去1万4,000年にわたって溶解し縮小し

てきたのである。しかし地球温暖化が定着するにつれて、氷河の

衰退は世界中で加速しつつある。
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地球の雪氷圏――凍結地域──は、急速に溶けつつある。気候

変動に関する政府間パネル（IPCC）の2007年の報告によれば、

世界中で30の山岳氷河が、20世紀における0.6℃の温度上昇の

結果、2005年には50センチ以上厚みを失っている。これはわれ

われの温室効果ガス排出に起因するところが大きいと大多数の

科学者たちが認めている。

溶解それ自体の副作用が、いまやこの過程を速めている可能性

がある。たとえば、永久凍土層が溶けると、そこの土壌から残留

性の高い温室効果ガスのメタンが放出される。さらに北極海の

氷が溶けると、その反射性能も失われることになり、水が氷や

雪よりも多くの太陽エネルギーを吸収してしまう。ここに世界の

縮小しつつある寒冷地のいくつかを示す。

グレイシャー国立公園／
アメリカ合衆国

公園内の氷河の3分の2は前世

紀中に消滅した。2030年まで

にはすべてなくなってしまうかも

しれない。

ケルカヤ氷冠／
ペルー

この世界最大の熱帯氷

冠の溶解は、毎年60メ

ートルに加速した。お

そらく2020年までには

消滅するだろう。

ブレイザメルクルヨークトル氷河／
アイスランド

ヴァトナヨークトル氷冠から出現した大氷河

──ヨーロッパ最大──だが、1973～2000

年のあいだに2キロ後退した。ヴァトナヨー

クトルの氷河の大部分は、2000年時点で後

退しつつある。

パタゴニア氷原

南極を除く南半球最大の氷量があるが、

同時に地上で最も早い速度で後退しつつ

ある氷河。山岳氷河から発し、9％以上

の海面上昇の変化の一因となっている。

グリーンランドの氷床

北半球で最大のこの陸上氷塊は、少なく

とも年間50立方キロメートルの容積を失い

つつあり、それは毎年0.13ミリずつ世界の

海面を上昇させるのに十分な量である。

ペルーの氷河

ここは1970年以来、その面積の

22％を失った。そして溶解は加速

しつつある──国の人口の3分の2

が住む乾燥した沿岸地域への水や

電力の供給をおびやかしながら。

アムンセン海／西南極大陸

氷河は降雪量より60％多い氷を海中に

消失しつつある──これは海面を毎年

ほぼ0.2ミリずつ上昇させられる。

ラーセンB氷棚／
南極半島

この3,000平方キロメートルの広大な氷棚

は、2002年に崩壊した（右に青色で表示）。

それ以来、その地域の氷河は動きが速く

なり、より多くの氷を海中に放出している。

アラスカの氷河／
アメリカ合衆国

これらの多くが、過去10年のあいだに

それに先立つ40年間の3倍の速度で

厚みを失い、年間およそ0.14ミリの海

面上昇を起こしている。
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チャカルタヤ氷河／
ボリビア

世界最高地のスキースロープの

本場チャカルタヤは、1990年代

だけでその氷の量の3分の2を

失った。そして2010年までには

消滅するかもしれない。
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カルステンツおよび
西メレン氷河／
インドネシア

カルステンツ氷河は1942～

2000年のあいだに80％縮

小した。一方、西メレン氷

河は1990年代の後半に完

全に溶解した。

ニュージーランドの
氷河

氷河は19世紀中頃から後

退し続けてきた。そして、そ

れ以来その面積の半分を失

った。氷河が砕けて登山家

たちを危険にさらしている。

エベレスト山／ヒマラヤ

エベレストの氷河は過去50年の

あいだに2～5キロメートル縮小

し、氷河湖や近隣の地域に洪水

を起こした。

天山山脈／中央アジア

氷河は20世紀後半にその面積

の3分の1近くを失った。これは

毎年2立方キロメートルに近い

氷の量に相当する。

コーカサス山脈／
ロシア連邦

ここの氷河は前世紀中

に半分に縮小した。

ノルウェーの氷河

ノルウェーの1,627におよぶ氷河の

多くは、次の世紀中に溶け去ると

予想されている。これには最大

級の3分の1と、小さいもののすべ

てがふくまれている。

チベット高原の氷河

極地圏以外では最大面積の

氷地帯で、ここの46,298の氷

河は10年に50％の率で消滅

しつつあり、アジアの大部分

にまたがって水の供給をおび

やかしている。

ケニア山の氷河／ケニア

この世界遺産地域の氷河は急速

に縮小してきて、前世紀中にその

面積の75％以上を失った。同期

間に18ヵ所の氷地域のうち8ヵ所

が完全に消滅した。

アルプス山脈／
西ヨーロッパ

アルプスの氷河はおそらく今

世紀末までに1970年代の容

積の5％に縮小するだろう。

ルウェンゾリ氷河／
東アフリカ

ここの熱帯氷河は、1987年

以来その50％が溶け、あと

20年以内に消滅する可能性

がある。

北極海の氷

永久凍土の範囲

氷河と陸氷の氷

南極圏の積雪

北極圏の境界 出典：GEO Snow and Ice 2007；気候変動に関する政府間パネル（IPCC）；全米科学振興
協会（AAAS）；地球政策研究所；NASA；中国科学院

地図：UNEP世界動植物保全監視センター（UNEP-WCMC）／アメリカ雪氷データセンター
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キリマンジャロ／
タンザニア連合
共和国

氷河がおおう面積は前世

紀中に80％縮小した（写

真は1 9 5 0年代始めと

1999年のあいだに北部

の氷原に見られた変化

を示す）。
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北極圏永久凍土

永久凍土は1980年代以

来、2℃近く温度が上がっ

ている。広範囲の溶解が

予想され、それにともなっ

て大量のメタンと炭素が大

気中に放出されるだろう。

N
A

S
A

/G
S

FC

北極海の氷

北極海の氷は、過去数十年に

わたって10年ごとにほぼ9％ず

つ縮小してきた。夏の海に浮か

ぶ氷は、今世紀中にすべて消滅

する可能性がある。
1979年9月 2005年9月
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ミ
ハエラ・リストバは、ヨーロッパ

地区のTUNZA青年アドバイザ

ーであり、ブルガリア国連ユー

スクラブ全国協会のアシスタント・プログ

ラム・コーディネーターである。ソフィア

大学で心理学を専攻しており、環境問

題に心理学的な視点を持ち込もうと試

みている。彼女は、若者たちの高消費型の行動と習性を変える

のに有効な動機付けや教育手法を見つけることに研究の焦点を

当てた。説明はこうである：

環境問題の進展を図る上での主要な困難は、人々が主張する環境

を大切にする心と、実際の行動とのあいだのギャップを克服することで

す。たいていの人々は、環境は重要だと感じていますが、それを保全す

るための具体的な行動をなかなか取りたがらないものです。そして‘環

境保全主義’は多くの良い特徴──将来の世代を気にかけるとか、公正

の概念とか、動物や自然に対する敬意など──を持っていますが、空

想的で極端主義のような悪い面もあると受け止める人もいます。

気
温が上がるにつれて、動植物の種

しゅ

は食糧のある所を求めて、

より涼しくより好ましい状況下へと移動を迫られる。たとえわ

ずかな気温の上昇でも、動植物を極地や山岳地のほうへ強
し

いる可能性がある。しかしながら、北極圏や山岳地帯の生物種はほか

に行き場がなく、地球温暖化で最も絶滅の危機にさらされている。

北極圏では、薄くなりつつある氷と長引く夏のせいで、ホッキョクグ

マ、アザラシ、セイウチその他の動物の生息地が減りつつある。同時に、

低い緯度からの生物種──鮭やハイイログマのような──が北上し、資

源を奪い合うようになってきている。

山岳地域の生態系でもほとんど同じことが起こりつつあり、そこでは

唯一の行き場所は上のほうだ。高山植物種がゆっくりと山腹を伝って北

上し、より高緯度に生息する同類たちと競いあうさまが見られる。ルワ

ンダ、ウガンダ、そしてコンゴ共和国にわたるヴィルンガ山脈の雲霧林の

ゴリラは、森林伐採で生息地の森林が縮小したため、より高い地域に

移動しており、気候変化が定着するにつれ、やがて彼らは頂上で行き

涼しさを
保つための努力
Trying to stay cool
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心の変化
Changing minds 

それでは、わたしたちはどうすればこの不可能なことを試みることが

できるのでしょうか？ 人々が環境に対して持っている潜在的な価値観

を変化させる必要があるかもしれませんから、多分環境心理学者の出

番でしょう。

環境心理学の研究によれば、気候は人の気質に影響をおよぼすと

示唆しています。たとえば寒冷な気候は人 を々凍結の可能性にさらし、

不安感をもたらし、資源の乏しさをともなう不利な環境のせいで、人を

より攻撃的にする可能性があります。非常に温暖な気候で、季節の移

り変わりがあまりなく、年間を通じて資源が容易に入手できる場合は、

よりリラックスした取り組み方を助長するかもしれません。

こう考えてみると、おだやかな気候は環境にとってベストであるに違

いありません。なぜならそれは最も人にやさしい生活条件をもたらし、

おそらく全体的な視点からの、直感的でバランスのとれた取り組み方を

与えてくれるからです。しかし、果たしてそうでしょうか？ この問いに

対する答えはむしろはっきりしないままにしておきます。

未熟な理論だけでは、高消費型の生活様式に目立った変化を起こ

させるには十分ではありません。持続可能な地球は、環境の保護を尊

ぶ行動パターンの構築なくしては不可能です。世界の一部で目立つ、資

源をぜいたくに使う生活様式には問題を提起します。これまで持続可

能な行動をあと押ししてきた技術の多くは、長期にわたる変化を成し

とげるよりも、短期的な成果をもたらすのにより適しているように見えま

す。おそらく、わたしたちの環境問題の緊急性にかんがみ、わたした

ちは持続可能な生活様式を確実に広め永続させる手段として、もっと

環境心理学に注意を払うべきでしょう。

場所を失うだろう。エチオピアのゲラダヒヒ、中央アメリカのケツァール、

そしてオーストラリアのマウンテン・ピグミー・ポッサムなどが同様の脅威

にさらされている。

もちろん、気候変動は至るところで生物種に影響を与える。ヨーロッ

パ産の蝶は北へ移動する部類に属する。しかし種を広げて‘移動’する

しかない植物にとって、状況はより過酷だ。カナダやロシアの植物は、

温暖化の先を越すためには年に1キロ以上という不可能な割合で移動

する必要があると考えられている。

さらに悪いことに、人間たち──と彼らの農場、都市、そして舗
ほ

装
そう

さ

れた道路──が、そうした移住の道程に立ちはだかっている。もし人間

が、たとえば自然保護地区の境界を動かしてやるとか、保護地域間の

土地に自然のままの通路を作ってやるとかすれば、多少はこの困り果

てた移住者たちの助けになるだろう。一方、北極圏や山岳地帯の生物

種から目を離さぬように気をつけていれば、世界の複雑に入り組んだ

生態系に、気候変動がどれほど大きな影響をおよぼしつつあるかがわ

かるだろう。



15メルトダウン

イ
ヌイット族はそれらをナヌーク（nanuuq）と呼び、北欧で

は‘氷グマ（ice bears）’と呼ぶ。2万5,000頭に満たな

いホッキョクグマたちがアラスカ、カナダ、グリーン

ランド、ノルウェー、そしてロシアの氷原やツンドラを歩き回っ

ているが、彼らはかつてない危機にさらされつつある。

ホッキョクグマは北極海の氷の上で行動し、狩りをし、

眠り、そして繁殖する。冬と春にアザラシを狩ってその脂

肪を蓄え、食糧が乏しく陸地に釘付けになる夏の数ヵ月を

乗り切る。アザラシは外海ではとても速く泳ぐので、捕まえ

ることができない。そこでクマたちは、アザラシが氷

の裂け目や穴から空気を吸いに海面に上がってくる

のを待ち伏せするしかない。

しかし世界が温暖化するにつれ、北極海の氷は

縮小し、そして悪いことに、季節を待たずに速く溶ける

ようになりつつある──その分、大切な食べ物を得る

時期をホッキョクグマから奪っていく。体重の減った

メスグマは妊娠してもそれを維持できず、あるいは

子グマたちに十分な乳を与えることができない。

そして衰弱したクマたちは消耗に耐え切れず、距

離が広がる浮氷のあいだを泳ぐことができなくなるかも

しれない。最もよく研究されているホッキョクグマの集団

が生息するカナダのハドソン湾では、1987年以来、総頭

数が22％減少している。

ホッキョクグマは数百万年の歳月を生き延びてき

た。しかし現在、一部の科学者たちは、このよう

な現状が続けば彼らは十年以内に絶滅す

るかもしれないと考えている。

ところが2006年12月に、アメリカ合衆

国はホッキョクグマを「絶滅の危機に瀕

する種の保存法（ESA）」のリストに公式

に登録した。ということは、政府は回復

計画を立てると同時に、その動物の重要

な居住地に悪影響をおよぼすような法制

化、資金提供あるいは正式な許認可を中

止しなければならない。果たしてこれは、

合衆国を気候変動の原因となる温室効

果ガスの削減へと向わせる引き金にな

りうるだろうか？

北極での
窮状
POLAR PLIGHT

Painting by Catherine Nishchuk, joint second prize, International Children’s Painting Competition on the Environment. 



「歌うことで
わたしは
昔の自分に
戻った」

‘Singing called me back’

ママリリ・・ボボイイネネ
Mari Boine

イムに住むクリスティアン・オイエンたちは、計画を開始するための最初の

顔合わせを行なうことになっている。彼らは世界中から若い環境保護者

たちが集まってくるのを楽しみにしている。すべてのきっかけとなったのは、

ヤング・アジェンダ21基金──スタヴァンガー市に本拠を置き、UNEPに

協力する環境団体──が、地域のエコスクールの生徒たちに、2006年

のマレーシアにおける前回のTUNZA会議への出席を呼びかけた時だ

った。およそ2万にのぼるこうした世界中の学校が環境教育基金に賛同

の意志を表明し、生徒たちを環境活動に参加させることで意識を向上

させようと努めている。

「わたしたちは、廃棄物をリサイクルして校庭に茂みやハーブを植える

努力をしています」とヘルガは言う。「また、近くの川に隣接した沼を復元

して、サンショウウオや昆虫たちにすみかを戻してやりました」。

クリスティアンは雪の上でのスキーやハイキングが好きだ。「今年は何か

おかしなことが起こっている」と彼は言う。「ぼくたちはこんなに雪が少な

い冬を経験したことがありません。もし雪が全然降らなくなったら悲しい

ことです。それを頼りにしている動物や植物のことを考えてみてください」。

ハンナはどんな天候でも学校へは自転車で通うが、最初は勇気をふ

Tarjei Krogh Eknes

Countdown 2008
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ボイネはノルウェーの北端にあるサミ人の村・ガメヒスンヤルガで育った。そ

して彼女の音楽は人間、動物、あるいは風景の本質を表現した伝統的な詠

唱歌ヨイク（joik）に根ざしている。

生まれつきの声としわがれ声を代わるがわるに、優美でいて躍
おど

るような音

色を織り交ぜたボイネの声には、お互いに相
あい

容
い

れない複数の文化の中で育

った経験のある彼女の苦しみがこだましている。サミの人々――北極圏のスカ

ンジナビアおよびロシアの原住民で、しばしば放浪の狩猟者、農民、そしてト

ナカイの番人──の精神的気風と文化は、17世紀にヨーロッパ人による植民

地化が勢いを増す前は、土地に根深く結び付いていた。

ボイネは1970年代に演奏活動を始めたが、彼女が自身の文化を伝える最

も知られた特使のひとりとなったのは、1989年に英国のロックスター、ピータ

ー・ガブリエルが『Gula Gula』を自分のリアル・ワールド・レーベルを通して広め

てからである。『Gula Gula』以降、ボイネは7枚のアルバムを収録し、ヨイク調

は控えめにおさえて、ジャズ、ロック、エレクトロニカ、そしてアフリカや南アメリ

世
界環境デーを契機に、2008年にノルウェーのスタヴァンガー市

で開催が予定されている次回TUNZA会議に向けての秒読

みが始まる。6月5日の祝典のあいだにTUNZAジュニアボー

ドメンバーのヘルガ・アンフィンセンおよびハンナ・モンスラウプ・エイコス、

市の近くに住むホーコン・ボーア・ホーラン、そしてさらに北の市のトロンドハ

ア
ルバム『Gula Gula（聞いて、聞いて）』のタイトル曲の中で、サミ地

方出身の歌手であるマリ・ボイネは、自分の土地の言葉で歌って

いる。

先祖の女性たちの声に耳を傾けなさい…

彼女らはあなたたちに聞いている

どうして地球を汚染されるままにしておいたのか

毒に染まるままに

疲れ果てるままに…

彼女らは思い出して欲しいのだ

地球がわたしたちの母であることを

もし地球の命を奪ったら

わたしたちも一緒に死ぬことを…

2008年に向けて秒読み

ヤング・アジェンダ21（Young Agenda 21）のガブリエレ・ブ

レンハウゲンとシャルロッテ・フィエルヴェルトが、2008年

TUNZA国際環境子供会議の準備状況について、そして若者

が参加する気になるような問題について報告する。
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カの楽器の演奏を取り入れながら、そのスタイルを確立していった。われわれ

は、ヨーロッパ・ツアーと『Kautokeino Rebellion（カウトケイノ市の反乱）』―─

1852年のサミ地方の暴動を描いた劇場映画―─の音楽作曲の仕事の合間

に、彼女に北極圏での生活と音楽について話を聞いた。

Q 北極圏で育ったあなたの人生に、環境はどのような形でかかわりまし

たか？

A わたしは自由な自然の中、広大な空間に囲まれて育ちました。わたし

たちは放浪の民ではなく、トナカイの群れを飼っていたわけでもありませ

んが、農園で育ったのでベリーを摘んだり、川でサケを釣ったりして──暮

らしのほとんどすべては土地に支えられていました。ですからわたしは非

常に早い時期から、すべてのものは自然から手に入るのだから、自然を大

切に扱わねばならないということを学びました。けれども15歳の時、わ

たしは他のみんなのように都会に住みたいと思いました。学校では、自分

の出身地には何もとりえがないと教えられ、そのため10年のあいだ自然

に興味を持ちませんでした。歌い始めた時、わたしは自分の伝統文化にひ

そむ知恵をはっきりと理解し、そして再び自然を大切にするようになりま

した。歌を歌うことで、わたしは昔の自分に戻れたのです。

Q あなたの音楽の多くは、昔からの生き方と現代的な生き方とのあいだ

の葛
かっ

藤
とう

を取り扱っています。環境への接し方に、そうした緊張関係が影響

をおよぼすと考えますか？

A 現代社会は、すべてのものは自然から来るのだということを長いあい

だ忘れていました。そして自然を征服して、できるだけ多くのものを取ろう

としてきました。わたしたちの今の最大の課題は、近代性と、自然を乱用

するのではなく敬意をもって扱うこととのあいだに妥協点を見つけること

です。わたしは自分の音楽が、人々に自然との精神的なつながりを思い出

させるようなものでありたいと思っています。音楽が世界を救うとまでは

言えませんが、地球とつながった人間の情熱を持続させるものは何でも、

自然を救う手段です。それは素朴な信念かもしれませんが、私はそれを信

じ続けたいのです。

Q ヨイクについて少し話して下さい。その環境との関係はどんなもので

しょうか？

A わたしの民族は季節の移るまま、そして動物たちのあとについて、とて

も自然に密着して暮してきたので、ヨイクの多くが自然を反映しています。

しかし、わたしたちは自然について歌うのではなく、歌うこと自体が自然

そのものなのです。歌は人間

にとって自然に同化するひと

つの手段です。そして、はるか

昔にさかのぼれば、それは神官

が自然の神々と話をするため

の儀式の一部でした。昔のサ

ミ人の暮らし方の多くは植民

地化で失われましたが、ヨイク

などの一部の要素は生き延び

たのです。

Q 世界はサミ人の文化から何

を学ぶことができるでしょうか？

A 世界はすべての原住民の文化から――サミだけではなく──すべては

つながっているということを学べます。また、もっとシンプルに生活すると

いう教訓をくみとれます。時に現代人たちは自然に対してすることが、自

分たちに、そして子供たちにどのように影響するかわかっていないのです。

多くの人々が、自然と人間とのつながりに気づいていません――それはつ

まり精神性です。そして、原住民出身のカナダ人フォークシンガー、バフ

ィ・セント‐マリーが「Third- Worlders see it first（最初に第三世界の人々

の目に入る）」で歌ったように──自然に最も近い人々が汚染の最初の影響

を見るのです。氷は溶けつつあります。これはアラスカやグリーンランド

の原住民の人々の生活に影響をおよぼしています。そしてそれは、いまで

もトナカイの牧畜を行なうサミの人々――わたしたちの全体のおよそ20％

──にも影響を与えています。気温が変動すると、トナカイは食べ物を得

ることができません。通常、トナカイたちは川の氷が溶ける前に海岸地帯

へ移動します。それがいまでは溶ける時期が早まったのです。いまやすべ

てが混乱におちいっています。

Q 気候変動や地球温暖化に直面している若者たちの役割は何でしょう？

A 世界の若者たちは、もっと認識と自覚が高いです。わたしの見たところ、

子供たちは大人たちよりはるかに環境を大切にしています。そして若者た

ちの荒っぽい抗議の数々を目のあたりにする時、みんなが本当に絶叫して

いるように感じるのです。「われわれはお金はいらない、車もいらない、そ

してもの、もの、ものはいらない！」と。わたしたちは、もののあいだで溺れ

ています。精神的なことこそが、物質主義に打ち負かされない唯一の手段

です。

マリ・ボイネの最新アルバムのジャケット

るい起こして自分の信念を通すことが難しく思えた。「でも、新聞のイン

タビューを受け、そして全校生徒の前で2006年の会議の報告をした時以

来、わたしははるかに勇敢になって環境問題について話をし、大人たち

にリサイクルを勧めるようになりました」と彼女は語る。

ホーコンの言うには、2008年国際子供会議の計画を助けるかたわら、

スタヴァンガー市の近くに住むジュニアボードメンバーの3人が定期的に会

って、彼らが始めた自分たちの学校のクラス間でのコンテストの作業をし

ているという。めいめいの生徒が、徒歩や自転車で通学したり、家庭の

ゴミをリサイクルしたり、電灯を消したり、あるいは有機栽培の果物を買

うなど、環境の持続可能性のための活動について報告することを奨励さ

れている。一番環境意識の高いクラスには、リサイクル工場訪問がプレゼ

ントされる。

しかし、彼らは自分たちの地域の活動を、世界全体を意識した視点

から見るようにしている。「マレーシアでわれわれは、家庭での清浄な飲

み水や、あるいは清浄な空気がある環境さえ得られない人たちと友達

になりました」とホーコンは語る。「ノルウェーにおいては、こうした事柄は

すべて当然のことと思っています」。



お寒い前途
Cold prospect

Get cool!

た
った1度の温度差が、氷と水との分岐点になる。もし北極の

雪と氷が世界中の気候変動のバロメーターになるとすれば、

そこの先住民族はその中の水銀柱に相当する。凍った北部

があたたまり、景色が変わると同時に、何千年ものあいだそこで生活

し、移動をし、そして狩りをしてきた人々の生活様式も変わってくる。

そしてその変化のおよぶ範囲は広大だ。永久凍土は溶け、海岸線は

浸食されつつある。氷河は後退し、海氷は危険なほど薄くなりつつあ

る。おかげで狩人たちは、いまや日常のようにその薄みを踏み抜いて転

落している。カナダやアラスカでは夏が長引き、気温も上がっているの

で、ハイイログマのような南方の動物が北へおびき寄せられている。

植物も同じように移動する。シベリアに約1万人住むネネツ族の人々

は、自分たちに食糧、衣服、住まい、輸送手段などをもたらしてくれるト

ナカイの群れの飼育を維持するのに苦労している。この動物たちはコ

ケや地衣類を食べるが、これらはいまや、もっと暖かい気温で育つ耐寒

性の乏しい植物に押し出されつつある。

スカンジナビア、カナダ、アラスカ、ロシア、そしてアイスランドにわたる

北極圏には、全部で4百万の先住民の人々が住んでいる。彼らの伝統

や生活様式は異なるが、気候変動は彼らすべてにプレッシャーを与え

つつある。

「イヌイットの人々は陸地、氷、そして雪の上で狩りをする民族です」と、

イヌイット周極会議の元議長、シェイラ・ワット‐クルーティエ氏は説明する。

「狩りは単に動物を殺すことではありません。狩りをして自らの糧を口

にする過程が先住民イヌイットであることを具体的に、また実際に表現

しているのです。代々受け継いできた価値観と大昔からの知識が、こ

の土地に根付いています」。

その知識はだんだん失われつつある。地域によっては、年長者たち

はもはやその必要なしということで、狩猟や漁労のノウハウを若い世代

溶けゆく生活
Melting lives

冷
たく、何もない、そして遠く離れた、世界の氷に閉ざ

された地帯は、ふつうわれわれの意識の端にしかな

い。しかし好奇心に駆られ、ますます多くの人々が、

自分たちの目でそれらを見たいと思い始める。科学者、冒険者、

そして旅行者は氷河や氷山を計測したり、踏破したり、写真に

撮ったりしてそれらの自然の美に驚嘆するが、一方で彼らはし

ばしば見に来た場所に損害を残していく。

登山者は、それを世界で最も高地のゴミ捨て場と呼んでいる。

エベレスト山でも非常に高い地域に到達するには、酸素の空き

缶、プラスチックのびん、そしてその他のゴミが散乱している地

帯をほとんどかき分けて進まねばならない。この世界の最高

峰に1953年にヒラリーとテンジンが最初に登頂して以来、

2,250人を超える人々が登り、50トンを超すゴミ

をあとに残して、そこの雪、水、そして土を汚染

した。いくつかの清掃のための遠征隊が登山

した。最近のものでは1,600キロのゴミを3ヵ月

かけて集めたのだ。

旅行者は南極大陸にとって最大の侵入種

である。今年もおよそ3万人の旅行者たち

が訪れるだろう。その大部分は短い極地

の夏に来て、大陸面積のわずか2%を占め

る南極半島を訪問する。ほとんどの旅行会

社は厳しいガイドラインを設けて、野生生物への

介入を最小限にとどめるよう努めているが、積氷をつぶしな

がら進む砕氷船がすでに、海洋や大気を汚染している。さらに

悪いことに、その旅行シーズンがアザラシ、ペンギン、そしてア

ホウドリの繁殖時期と重なるのだ。

先住民の人々は北極に何千年ものあいだ住んで、厳しい文

化と持続可能な生活様式をはぐくんできた。しかし最近の商業

的な関心のせいで、人々や産業界はこれまで汚されてない自

然界にまで深く入り込むようになった。凍結した平原のコケの

上に残した足跡ひとつが数百年も残るような地域では、新しい

基盤の設置は壊滅的な効果をもたらす可能性がある。道路網

や石油のパイプラインは数百キロにわたって延び、カリブーやト

ナカイの移動パターンを妨げおびやかしている。2006年にはア

ラスカのプルドー湾近くで、送油管のうちの1本から百万リットル

の原油が漏れたこともある。

ヨーロッパアルプスや北アメリカのロッキー山脈のように、比

較的訪れやすい氷結地帯は以前にも増して酷使されている。

スキー自体が敏感な生態系を傷つけるし、それに冬暖化が進

むにつれリゾート地は多様化して、人々が集まり、それとともに

彼らの習慣や車などによる汚染が絶え間ないものになる。

世界の氷がある地帯の認知度を向上させるのも大事だが、そ

こを健全に保つことも同様に大切である。われわれは、両者の

あいだの釣り合いをもっとよく取れるように努めねばならない。
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クールに
涼をとろう！



の者たちに教えることもなくなった。アザラシ、くじら、そしてホッキョク

グマの群れは、氷の形態の変化が予測できなくなるにつれ移り変わっ

ている。地域社会の人々は、狩りよりも店で売っている商品化された食

物に頼るようになってきた。遠隔地では、食物を地元で作ったり狩りで

手に入れたりするよりも、むしろ南方の都心から空輸することが多くな

っている。

「狩りのプロセスからイヌイットの若者たちが学ぶのは、プレッシャー

のかかった状況下で辛抱強く、勇敢に、思慮深く、そして大胆にふるま

うことです。つまり、ゴール達成への計画を実行するために、衝動的に

ならず、ストレスに耐え、健全な判断、そして究極的には賢明さを手に

入れる方法なのです」とクルーティエ氏は続ける。「繰り返します──わ

そう、氷の地域についてもっと知りた

いんだね？　高緯度を目指そうとも

思っているのかな？

映画に撮ろう

2007年の「スカンディナビアユース映画

祭」（www.nuffglobal.net）では、気候変動

を扱った映画に注目している。そして2007

年10月の「プラネット・イン・フォーカス国際

環境映画祭」（www.planetinfocus.org）で

は、極地帯の映画に焦点が当てられるだろ

う。創造力を発揮して、気候変動があなた

がたの生活におよぼしている影響を見せて

ほしい。

学位を取ろう

もし極地研究で学位を取りたいのなら、

れわれの狩猟文化は土地と結びついています。これがわれわれにとっ

て、気候変動が民族としての存続を左右する問題である理由です」。

適応は困難である。スカンジナビアのサミ人たちは、最近軟弱化し

てきた永久凍土や氷のなくなった海での採鉱会社による穿
せん

孔
こう

作業を

防ぐため、法廷で闘っている。一部のイヌイットたちは、永久凍土が軟

弱化したのを幸い、いずれは自分たちの家にも地下室が造れるので

はないかと期待し、ほかの者たちは、海岸線が浸食されたせいで家

が海中に滑り落ちるのではないかと心配している。将来の気温の予

測がつかないため、そしてそれにともなう地形の変化のせいで、持続

可能な生活様式を選ぶことは困難になっている。バロメーターとその

中の水銀柱は、警報レベルを示しつつあるのだ。

Michael Sewell/Still Pictures
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北極大学で学ぶのがよい。ただし問題は、

どこへ行くか決めることだろう。というのは、

この大学は北極圏全体にわたる130の総合

大学、単科大学、そしてその他の機関から構

成されているのだ──そこには世界で最も

北方に位置するノルウェーのトロムソ大学も

ふくまれている。あるいはまた、アイスラン

ド、ロシア、カナダ、スカンジナビアで学ぶ

North2North（ノース・ツー・ノース）交換学

生プログラム（www.uarctic.org）に参加す

ることもできる。

オンライン侵入

インターネットの力を利用しよう！

「Arctic Youth Network（北極青年ネットワ

ーク）」（www.ta iga.net/ayn）および

「Ookpik（オークピック）」（www.ookpik.org）

は、周極地域全域にわたる若者たちをつなぐ。

北極のニュース、北の若者たちによるアート

や文章、そして近々催される会議やイベント

などを調べよう。

参加しよう

毎年、何人の若者たちが極地帯を訪れる

かについて、正確にはだれもわからない。

しかし、もしすべてが計画通りに行けば、こ

の国際極年を通して、少なくとも500名が

南北の極点近くで寒さに凍えているだろう。

「Students on Ice（氷の上の学生たち）」と

いう機関が2007年中に北極・南極探検旅

行を催そうとしている。参加者は2週間のあ

いだ、旅行、調査、そして極地環境、教育や

奉仕活動に関するワークショップに参加す

る（www.studentsonice.com）。



TUNZA

ま
るでキャプテン・プラネットが現実に現われたようだ。わずか28歳にして、

デイヴィッド・デ・ロスチャイルドはオーストラリアに南極、ニュージーランド、

グリーンランドを探検し、そして今回は北極海を横断した。ナショナル・

ジオグラフィック誌で2007年度の新人探検家の一人にも選ばれた今、彼のおもな

関心は自分の冒険活動を利用して環境保護運動を推進することに向けられてい

る。そのために「Adventure Ecology（冒険と自然環境）」と名づけた環境使節た

ちの若者向け参加型ネットワークを、ウェブサイトに設立した。TUNZAは彼がロン

ドンで次の探検の計画を立てているところをつかまえて、まず北極圏の具合につ

いて聞いてみた。

「北極圏の氷は生きたパズルだ。全く矛盾だらけだ。部分ごとにいつも変動し

ているせいだ。あそこで生き延びるには、たえず注意を払っていなければならな

い！」デイヴィッド・デ・ロスチャイルドの言葉には重みがある。2006年の3月から6月

にかけて、彼は徒歩で、スキーで、犬ゾリで、そして流氷を飛び越えて、ロシアか

らカナダの北極圏まで北極海を横断した──北極点を途中で通過して。

「何が待っているかわからなかった」と彼は言う。「それまでに海を歩いて渡っ

たことなどなかったし、それに、気候変動とその北極圏への影響に関しては下調

べしてきたが、凍っていない海面や危険な薄氷がどのくらいあるかについては思

ってもみなかった。3年前に北極海を訪れた極地案内人のポール・ランドリーは、

あまりの変化に驚いていたよ」。

しかしある意味では、そんなに驚くべきことではなかったのだ。デ・ロスチャイ

ルドは、あたたまりつつある地球が北極圏にもたらした変化をはっきりと目立つよ

うにする目的で、「ミッション1：トップ・オブ・ザ・ワールド」と名づけたこの旅を思い

ついたのだから。チームの4人にはカナダ人の2人――北極圏への4度目の旅にな

るランドリー、そして彼の娘で、20歳でグリーンランド、南極大陸、北極海を横断

したサラ・マクネール・ランドリー──と、写真家のマーティン・ハートリーがふくまれ

ている。これに16匹のソリ犬が加わった。このメンバーの中で犬たちは2.5トンも

の器材、35キロ分のチョコレートを運んだ。だが一行は、凍てつく北の地で何ヵ

月ものあいだ、全く消息を絶つつもりだったわけではない。旅のあいだ中、彼ら

は衛星通信を使ってインタビューやポッド・キャスティングを行ない、自分たちがし

ていることや見ているものについてブログに書き込んだ。

ロスチャイルドにとって、デジタル通信はお手のものだ――80年代に生まれた彼

は、コンピュータやインターネットとともに育った――そして幼い頃から環境保護に

関して教えられてきた。「ぼくの父と叔母は、第二次世界大戦中の英国で育った」

と彼は説明する。「むだや浪費など、考えもおよばないことだった。彼らは配給

制や、本当に物質が欠乏する中を生きてきた。与えられている手段と資源の範囲

内で生きることを、身をもって示してくれた。ぼくが子供の頃は、ビニール袋は再

利用していたし、暖房をつけるよりはジャンパーを着るようにしていた」。

ロスチャイルドは寒い環境に悩むようすはない――それどころか、むしろその逆

のようだ。2004年から2005年にかけて、彼は南極大陸を横断し、すぐさまグリーン

ランドの氷冠地帯横断へと急いだ。3年間に広大な極地帯を3ヵ所も訪れている。

少し飽きてはこないのだろうか？ 「そんなことは絶対にない。それぞれの地域は

とても、とても違うんだ。北極海は寒かったが、大陸ではなく海の上を渡っていた

から湿
しつ

潤
じゅん

だった。それに氷が常に動いたりひび割れたりしていたから、いつも音が

Fabian Gottlieb Thaddeus von
Bellingshausen 
(1778-1852)

1819年に2隻の船を率い

て‘世界の底’を探検する

役に任命されたエストニ

ア人で、おそらく世界で

初めて南極大陸を目撃し

た人物。1820年1月28日、

ベリングスハウゼンはあと30キロ以内にまで接近

した南極大陸のことを、航海日誌で‘巨大な氷の壁’

と表現している。

Fridtjof Nansen
(1861-1930)

1882年、グリーンランド

への航海の途中、シベリ

ア沖の難破船から見つけ

た航海日誌から、ナンセ

ンは積氷が実際は北極

海を回って漂っているの

だと知った。11年後、彼はフラム号という名の自

分の船をわざと積氷の中に閉じ込め、その流れに

乗る計画を立てた。1年かけてもはかどらず、ハイ

アラム・ヨハンセンとともにソリで北上することを

決め、歴史上最北の北緯86度14分まで到達した。

二人は冬をフランツ・ヨセフ島で過ごさねばなら

ず、狩りの獲物だけを糧
かて

に生き延びたのち、助け

出されてフラム号に戻った。船がノルウェーに戻

るにはさらに1年かかっている。

Roald Engebret
Gravning Amundsen
(1872-1928)

ノルウェー人のアムンゼ

ンは南極大陸での越冬

に初めて成功した探検隊

の一員で、1910年に北

極点到達を競い合ってい

た際、ロバート・E・ペリ

ーに先を越されてしまったことを知る。南へ進路を

変え、彼は代わりに南極点一番乗りを心に誓った。

スコット大尉の悲運の探検隊も同じものを目指して

いたが、アムンゼンが勝利し、1911年12月14日に

南極点にノルウェーの国旗を掲げた。

氷の探検家たち
Ice explorers

www.70south.com

Library of Congress

NOAA Dept of Commerce
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流氷に乗ってる
だけじゃない
Not just going with the floe
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していた・・・そして、われわれはアザラシやホッキョクグマなどの野生生物のことも

気にかけねばならなかった。南極では見られない状況だ」。

「南極大陸の真ん中では、とても乾燥していてさわやかだ。スキーで旅して汗を

かいていると、まるで気候のいい山岳地帯にでもいるようで、まわりを見渡して空

想にふけってしまう。そこは不毛で静かな──凍った砂漠だ」

「グリーンランドと南極大陸の地勢の規模はとてつもない。これら二つの場所は、

ぼくの自然界に対する認識を根本から変えてしまった。人間が中心だなんてとん

でもない。われわれは――氷河や山に比べれば――ちっぽけな存在だ」

南極大陸へと出かける前に、デ・ロスチャイルドはインターネット上にポータルサ

イト「アドベンチャー・エコロジー」[www.adventureecology.com]を開設した。そ

こでは若者たちが環境問題について学習したり、自分の体験を公表したり、自分

のプロジェクトを発展させたり、デイヴィッドの冒険旅行の後を追ったりできる。

2006年4月27日にミッション1チームが北極点に到達した時も、世界中の人たちが

ともに祝い、また6月8日に氷が急に割れ出したために一行が探検をあきらめる苦
く

渋
じゅう

の決断をした時も、世界中の人々が見守っていた。

「北極海の氷は本来、頑
がん

丈
じょう

な平原であるはずだが、われわれの目の前にあった

のはできたばかりの安定していない薄い氷だった。また、動きがあまりに大きく

て、サッカーグラウンドを越える大きさの平らな氷はまれなくらいだ。そして圧力

で盛り上がったところから断続的に割れていく。ぼく個人としては、気候変動が

これらの変化をもたらしたのは間違いないと信じている。北極海で3月に海面が

見えていた。通常ではありえない！」

いま、彼は次の旅を計画しているが、今度はマフラーを持っていく気はない。

「ミッション2：ゴミ廃棄物」では、地球への廃棄物の影響に注目を集めるために、

彼はプラスチック・ボトルでできたイカダで太平洋の真ん中に行くつもりだ。デ・ロ

スチャイルドの指摘通り、地球の健全な状態はわれわれの手の中にある。「地球

が問題なのではない」と彼は気づかせてくれる。「われわれが地球に問題を作って

いるんだ」。

Matthew Henson(1866-1955)
1909年のロバート・E・ペ

リーの北極探検隊で従者

だったアフリカ系アメリカ

人。ヘンソンは腕のいい

猟師で、犬ゾリの御
ぎょ

者
しゃ

を

つとめ、またイヌイット語

も話した。彼の死後、2000年にナショナル・ジオグ

ラフィック協会が同協会最高の栄誉であるHubbard

メダルを追贈して以来、彼の貢献の事実が広く知ら

れるようになった。

Tenzing Norgay(1914-1986)
1953年、ネパールのシェ

ルパたちの中では最も有

名なテンジンと、エドモン

ド・ヒラリーが、初めてエ

ベレスト山頂を征服した。

1930年代にいくつかの探

検隊のポーターとして何度かエベレストに登ったテ

ンジンは、史上初の偉業を成し遂げるわずか1年前

の1952年に、スイスの探検隊の一員として登山高

度の世界記録を達成した。

Liv Arnesen (1953-)
and Ann Bancroft(1955-)

2001年に、元学校教師

のアーネセン（ノルウェー）

とバンクロフト（アメリカ

合衆国）は、女性で初め

て南極大陸を横断した。

2,747キロの距離を94日

かけた旅だった。これ以外にも、二人はそれぞれ独

自で次のような記録を持っている。アーネセンは女

性で初めて単独スキー（しかも補助無しで）による南

極点到達を成し遂げた。バンクロフトは氷原を渡っ

て南極点と北極点の両方への到達を果たした初の

女性となった。

Rob Gauntlett(1987-) 
and James Hooper (1987-)

ガントレットとフーパーは

20歳で、自力で北極点か

ら南極点へ――35,406キ

ロをスキー、ヨット、自転

車で――旅する初の人間

になろうと「極点から極点

へ180度のチャレンジ」をする。ロブとジェームズは

地球温暖化に対する関心を高めたいと考えており、

自分たちのチャレンジをカーボン・ニュートラルにす

ることで模範を示すつもりだ。人力で旅するだけで

なく、応援の車両から排出される炭素の分を相殺す

るのである。

Adventure Ecology

Library of Congress

UPP/Topfoto

bancroftarnesenexplore.com

www.180degrees.co.uk
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凍った魚
南極氷魚（Antarctic notothenioids）は積氷の下を泳いでいる

ので、いつも－２℃の低温に耐えている。それでは、どうして固

く凍ってしまわないのだろうか？　彼らの秘密の武器はグリコペ

プチド──砂糖とアミノ酸の混合物で、窓の氷を溶かすのに使う

不凍液によく似た働きをする──で、これを体内で作り出して循

環させているのだ。さらにこれらの不気味に青白い魚類の何種か

は、ヘモグロビン（酸素を運ぶ赤血球）を持たず、その代わり酸

素に富む南大洋の海水に依存する。そして何種かは、6秒に１回し

か鼓動しない大きな心臓を持っている。このような心臓の仕組み

を解明すれば、心肺バイパス手術を受けた人々や、低体温症で苦

しんでいる人々の生存率を高めることができるかもしれない。

孤独を好む鳥
コバシウミスズメは孤独な鳥だ。北極の海鳥類の中で唯一、孤立

することを防護策としており、アラスカやシベリアの人里離れた

高所で繁殖し、目立つ巣よりも、高山地帯の地面のくぼみの中に

直接、たった1個の卵を産む。その卵がかえったあと、ひな鳥の両

親は小さな魚を1匹ずつわが子のもとに運ぶ。彼らはいまやこの世

に1万羽しか残っておらず、また気候変動や汚染にもおびやかされ

ている。氷河が内陸へと後退するにつれ、彼らが夏のえさ場にし

ている所──氷河が海に接する水ぎわ──が消失する。そして海洋

が暖まるにつれて、食用にしている魚も減る。彼らはまた、危険

性が高まっている石油汚染にも弱い。

7

雪の猫
忍び歩く孤独な雪豹は、おそらく地球上で最も研究の遅れている絶

滅危惧種の哺乳類であり、またそれには正当な理由がある。夜行性

の彼らは、中央アジアの山々の高度2,000～4,000メートルあた

りに住んでいる。そしてひと飛びで9メートル──体長の6倍──

を跳躍し、調査に来た研究者たちを避けることができる。彼らには

ほとんど天敵はいないが、その総頭数は1970年代以来確実に減

ってきており、いまでは野性の中にはたった4,000～8,000頭し

か残っていない。彼らは気候変動や、家畜を守ろうとする農民たち、

そして毛皮や伝統薬目当ての密猟者たちにおびやかされているの

だ。最も有効な保護策は、地域の人々を巻き込むことであり、たと

えばネパールの田舎では、長老、放牧者、女性や村の有力者たちの

委員会が保護活動の先頭に立っている。

Stacy Studebaker/USGS

Franco Banfi/Still Pictures

Alan Leschinski/UNEP/Topham

氷世界の

ICED WONDERS

不思議
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冷たい呼び声
南極の積氷は割れ目なく水平線のかなたまで延びているように見え

るが、実際にはウェッデルアザラシが息をするために噛み破った丸

い穴が点在している。最初に彼らを文献に記した英国の探険家の名

を取って命名されたこのアザラシたちは、魚やタコを狩る時、獲物

の下に深くもぐり、氷に映るシルエットで狙いを付ける。肺をしぼ

ませ、心拍数を低下させることで、ウェッデルアザラシは1時間近

く呼吸せずに狩りができ、そして700メートルの深さまで潜水す

る。自らはシャチやヒョウアザラシに狙われるが、伝達手段が発達

しており、近づく危険をお互いに知らせることができる。科学者た

ちは、それぞれに異なる34ものウェッデルアザラシ独特の言葉や

呼び声があると分類している。

オキアミ集団
広大な南極圏の海洋生態系は、たった1グラムの重さの生き物で維

持されている。しかしこのオキアミは数が非常に多いため、総計す

れば地球上の人間の全部の重さをしのぐのだ！　これらの動物プラ

ンクトンは甲殻類で、エビに非常によく似ている。彼らは泳ぎが得

意ではなく、強力な南極海流に頼って、えさの単細胞の植物プラン

クトンが海面に浮遊しているところへ運んでもらう。オキアミは群

れをなして漂うが、非常に大規模なので宇宙からも観測できる。た

とえば2百万トンにのぼる量が450平方キロメートルの面積を敷

き詰めていることもある。しかし、その数は1970年代から80％

減少しているようだ。おそらく、地球温暖化に商業的なオキアミ漁

が重なったせいだろう。

驚異のミミズ
栄養分なしで何年も生きることができ、たいていの生物が氷柱と化

すような条件のもと生育するこの氷ミミズは、らくらくと身をよじ

らせて氷河の氷板の亀裂を通る。それは氷を溶かし、穴を開ける酵

素を分泌することで自ら前進する。最近までこのミミズ──アラス

カ州沿岸、ブリティッシュコロンビア州、ワシントン州、そしてオ

レゴン州の氷河や雪原に生息している──は、ほとんど研究されて

いなかった。しかし、科学者たちは現在、彼らのエネルギーサイク

ルを調節している酵素が、たいていの生物の細胞エネルギーが尽き

るような温度域で、どのようにしてその生育を可能にするのか解明

しようと懸命だ。これは極端な温度で組織を保存する方法に頼る臓

器移植において、役立つ可能性がある。しかし、世界があたたまる

につれ、このミミズも脅威にさらされている。

A Hartl/Still Pictures

AK Brian/www.akbrian.net

E Hummel/Still Pictures

P Oxford/Still Pictures

価値あるビクーニャ
ラクダ科の中で最も希少で小型なこの動物は、アルティプラーノ──

海抜5,500メートルの吹きさらしのアンデス山脈の不毛地帯──の

環境に特化した生き物だ。その大きな心臓のおかげでそこの希薄な

大気でも生き延び、その狭いひづめの助けで岩の多い地形を通り抜

け、そしてその体毛──並はずれて軽量なために珍重される──で体

温を保つ。スペイン人による征服以降、その毛に対する需要のせい

で絶滅近くまで追い込まれた。1960年代半ばに始まった保護運動

の中でも、毛を刈ったあと放してやる古代インカ人のやり方の採用が

効を奏し、今日の20万頭まで劇的な回復を遂げた。しかしながら、

彼らはやはり気候変動には無防備だ。クエルカヤ氷冠近くのビクー

ニャが涼を求めて、氷がなくなったばかりの場所へと登って行くのが

観察されている。
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千葉市長　鶴
つる

岡
おか

啓
けい

一
いち
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挑戦！ 焼却ごみ１／３削減

千葉市は、千葉県のほぼ中央に位置し、東京まで約40km、成田国

際空港まで約30kmと利便性に富んだ立地条件に恵まれています。ま

た、千葉市を起点、終点とする幹線道路や鉄道も多く、県内交通体系

の結節点となっています。人口は約93万人、面積は272.08km2で、千葉

都心、幕
まく

張
はり

新都心、蘇
そ

我
が

副都心における都市機能が集積する一方で

内陸部には農地や里山などが比較的よく残されており、大都市であり

ながら豊かな緑に恵まれていることが特徴となっています。

千葉市のごみ処理の歴史
本市では高度経済成長に合わせて人口が急増し、大量に排出され

るごみが社会問題化する中、ごみの減量と資源の有効活用を図るため、

平成2年に「集団回収実施団体への補助制度」を創設するとともに、平

成4年にはダストボックスの廃止と「5分別収集」を実施し、びん・缶の分

別収集を始めました。さらに、ペットボトル（平成13年開始）や古紙・布

自治体と 
環境 

類（平成18年開始）のステーション回収を開始するなど、循環型社会の

構築を目指し、積極的な施策展開を図ってきました。

ごみ処理の現状と課題
本市のごみの排出量は年間42万2千トン（平成16年度実績。以下同

じ）、このうち33万8千トンのごみを焼却処理しています。ごみの排出量、

焼却処理量はここ数年横ばいで推移していますが、10年前と比較する

と人口の伸び率を上回って増加しており、将来的にも、人口増に伴う

増加が懸念されています。

現在、3ヵ所の清掃工場とリサイクルセンター、最終処分場でごみ処

理をしていますが、年間約160億円に上る処理費用を抑制する必要が

あるほか、ごみを燃やすことで発生する年間11万2千トンもの温室効果

ガスが、市のすべての施設から排出される温室効果ガスの半分以上に

相当する量であることから、その排出抑制が求められています。

一方、稼動から30年を経過し、老朽化が進む北谷津清掃工場や最

終処分場の延命化などが喫緊の課題となっています。

千葉市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画
平成19年3月、これらの課題を解決するため、「環境と資源、次世代

のために今できること～挑戦！ 焼却ごみ1／3削減～」をビジョンに、新

たな「千葉市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」を策定しました。本計

画は、徹底したごみの減量・再資源化により焼却ごみを1／3、重量にし

て約10万トンを削減し、2清掃工場体制による処理体制の実現を目指

す大変大きな目標への挑戦を表しています。

小学生を対象とした
ごみ分別スクール
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千葉市の
環境への取り組み（ ）

計画では、「焼却ごみ1／3削減」を

達成するため5つの数値目標を設定

し、また、3つの基本方針に沿って29

の計画事業を実施します。

（1）数値目標

総排出量、焼却処理量、再生利用

率、最終処分率、温室効果ガス排出

量の5項目について、平成28年度を目

標年次として達成すべき具体的な数

値目標を掲げました。

（2）個別事業

基本方針1：ごみを作らない出さない環境づくりの推進

ごみを削減するためには、3Rのうち、まず優先されるべき発生抑制

（Reduce）、再使用（Reuse）に重点を置き、ごみを出さない環境づくり

を推進することが必要です。

そのため、ごみ減量のための行動指針である「ちばルール」の普及・

拡大、3R教育・学習の推進及びごみ処理に関する情報の共有化を進

めるとともに、家庭ごみの有料化などに取り組んでいきます。

基本方針2：徹底した分別による焼却ごみ削減の推進

ごみの減量を進めるためには、ごみの発生抑制・再使用を進めた上

でどうしても排出されるごみについては、積極的に再生利用（Recycle）

を図ることが必要です。

そこで、新たに、プラスチック製容器包装や剪定枝など分別回収品

目の拡大に取り組むほか、古紙・布類の再資源化の拡充や生ごみの

分別回収の検討を進める一方、清掃工場における事業系ごみの搬入

物検査の強化に取り組むなど事業系ごみの資源化にも取り組んでい

きます。

基本方針3：環境負荷の低減と経済性・効率性を考慮した

ごみ処理の推進

ごみ処理については、安心・安全な体制であることはもとより、環境

負荷の低減や経済性・効率性へ配慮することが求められます。

そのため、収集運搬体制の合理化、焼却灰の再生利用の推進によ

る最終処分場の延命化を図るとともに、整備の進む蘇我副都心に位置

づけられた都市型環境拠点、蘇我エコロジーパークの活用を含めた民

間活力の導入を進めることとしました。

＜計画の推進と管理＞

本計画は、「焼却ごみ1／3削減」という大きな目標への挑戦であるこ

とから、計画の推進と管理を適切に行なう必要があります。

計画の推進については、市民・事業者からごみの減量に対する理解

と協力が得られるよう、町内自治会を対象とした説明会や市内全域の

ごみステーションで早朝啓発を実施するなど、地域における普及・啓発

活動を進めるほか、市民花火大会などの大きなイベントで、NPOととも

にごみの分別に対する呼びかけを行なっています。

また、計画の管理については、管理指標を用いて個別事業の進捗状

況を把握し、見直し改善を図るとともに、計画の中間年度である平成

23年度には計画全体の評価、見直しを行ないます。また、進
しん

捗
ちょく

状況や

評価結果を分かりやすく市民に公表します。

私たちが進めている「焼却ごみ1／3削減」は大きな目標ですが、「レ

ジ袋を断る」「古紙やプラスチッ

クを分別する」といった

市民、事業者の皆

さんの一つ一つ

の行動の積

み重ねによ

り達成で

きるもの

です。次

世代に豊

かな生活

環境を引き

継いでいくた

め、このような行

動の大切さを伝えて

いきたいと考えています。

新港クリーンエネルギーセンター

メルトダウン

「焼却ごみ1/3削減」キャラクター
‘へらそうくん’

平成16年度 平成28年度
（基準年度） （目標年度）

総排出量（千トン） 422 420

焼却処理量（千トン） 338 254

再生利用率（％） 022 044

最終処分率（％） 008 003

温室効果ガス排出量（千トン） 112 050



環境配慮エクステリア商品に取り組む杉田エース 

杉田エースでは、建築金物・資材の総合エンジニアリング企業として、人と自然にやさしい 

エコマーケティングと、柔らかい創造力により、新しい商品やサービスの提供に取り組んでいます。 

地球環境を守るためには、ひとりひとりのやさ

しさが、地球へ、人へ、さまざまな形で還元され

なければなりません。これが日常生活の中で

行なわれ、しかも低年齢層からの習慣化こそ

が理想的と考えています。まずは身のまわりから、

工業化製品に至るまで、リユース、リサイクルを

促進し、これを日常化すること。当社では、安全

な仕様で、なおかつ地球環境に配慮された素

材による、エクステリア商品の企画・開発、およ

びカタログの出版を行なっています。 

屋上ショールーム  
杉田エースでは、本店ビルの屋上に屋上緑化をメインとする空中庭園を実現しました。 

環境配慮エクステリアカタログ「ECO FRIENDLY」の商品を導入し芝生をメインに低木まで配置。リサイクルゴムを使用したブロックや

レンガ、再生木材のウッドデッキなどを展示しています。また、夜間には風力発電を利用したLED照明がイルミネーションとして点灯し、環

境に配慮した都市型オアシスを体験できます。 

シリーズ 企業と環境  

小型風力発電システム 

微風車 

ECOウッド 

屋上緑化基盤　ルーフソイル 壁面緑化システム　グリーンラインシステム 

環境配慮エクステリアカタログ 
「ECO FRIENDLY」 
屋上緑化や環境に配慮

した商品を掲載している

カタログです。幼稚園や

小学校などの教育施設

において、環境教育に役

立つ建築設計の意図を

反映した商品構成にな

っています。 
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三和シヤッター工業株式会社 情報産業労働組合連合会 

（特別協賛サポーター）　五十音順 

（環境関連協賛サポーター）　五十音順 

株式会社アースシップ 

持続可能な社会をめざして 

Aiming at sustainable society

私たちは　UNEP（国連環境計画）の活動をサポートします。 

We support the work of      UNEP (United Nations Environment Programme)
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火星にはまだあるらしい。地球でも失わないよう努力をしては？
Mars still has it. Shouldn’t we preserve ours?
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